
������������������
７７月月1100日日 ((木木)) 吉吉田田小小学学校校でで､､ 南南極極のの氷氷のの贈贈呈呈式式ががあありりまま

ししたた｡｡ ここのの氷氷はは､､ 南南極極観観測測船船 ｢｢ししららせせ｣｣ がが４４月月にに日日本本にに持持ちち
帰帰っったたももののでで､､ 自自衛衛隊隊広広島島地地方方協協力力本本部部かからら小小学学校校にに贈贈らられれ
ままししたた｡｡ ｢｢１１万万年年前前のの空空気気もも一一緒緒にに閉閉じじ込込めめらられれてていいるる｣｣ とと
のの説説明明にに児児童童たたちちはは驚驚きき､､ ううれれししそそううにに氷氷をを触触っってていいままししたた｡｡

今今回回のの主主なな内内容容
地地デデジジがが始始ままりりまますす ………………………………………………………………………………………………………………２２－－５５

安安芸芸高高田田市市ササンンフフレレッッチチェェ広広島島ススポポンンササーードドゲゲーームム550000人人ののササポポーータターー大大募募集集 ……６６－－７７

ブブララジジルル日日本本移移民民百百周周年年記記念念行行事事でで安安芸芸高高田田市市のの神神楽楽をを披披露露 ……８８－－９９

安安芸芸高高田田花花火火大大会会……………………………………………………………………………………………………………………………………1100－－1111
地地域域力力｡｡ 上上佐佐一一心心会会………………………………1122－－1133 安安芸芸高高田田市市ののででききごごととホホッットトなな話話題題 ……1144－－1155

市市民民ののココーーナナーー人人輝輝くく …………………………………………1166 消消防防ココーーナナーー …………………………………………………………1177

子子育育ててココーーナナーーげげんんききなな親親子子 ………………1188－－1199 健健康康ココーーナナーー健健康康 いいいい カカララダダ …………2200－－2211

市市政政のの動動ききああききたたかかたたトトピピッッククスス ((選選挙挙､､ 集集会会所所､､ 教教育育､､ 経経済済)) ……………………………………………………………………………………………………2222－－2233

ななりりすすまましし詐詐欺欺……2244 ごごみみダダイイエエッットト大大作作戦戦……2255 暮暮ららししのの情情報報……2266－－3311 ああのの日日のの記記憶憶はは写写真真のの中中にに……3322
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地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
っ
て
な
に
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
従

来
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、
よ
り

高
品
質
な
映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
新
た
な
放
送
で
す
。
現
代

の
生
活
の
な
か
で
最
も
身
近
な

｢

テ
レ

ビ｣

も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
に
な
い
豊
か
で
便
利
な
新
し
い
世
界

を
実
現
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
内
で
の
地
デ
ジ
の
状
況

は
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
整
備
済
み
の
中

継
局

(

可
部
・
三
次
・
千
代
田)

を
受

信
さ
れ
て
い
る
住
宅
は
、
地
デ
ジ
対
応

テ
レ
ビ
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
購
入
す
れ
ば
、
地
デ
ジ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
年
度
10
月
に
吉
田
、

来
年
度
以
降
そ
の
他
の
中
継
局
が
整
備

さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
ま
で
と
何
が
違
う
の
？

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
場
合
、
視

聴
者
に
届
く
ま
で
に
、
雑
音
で
映
像
音

声
が
劣
化
し
た
り
、
高
い
建
物
な
ど
の

影
響
に
よ
っ
て
、
画
像
が
２
重
３
重
に

見
え
る
ゴ
ー
ス
ト
が
起
こ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

く
、
高
品
質
の
映
像
と
音
声
が
楽
し
め

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が

楽
し
め
ま
す

今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
分
の
電
波
で
デ
ジ
タ
ル
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
は
16
対
９
の

ワ
イ
ド
画
面
、
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
な
み
の
高

音
質
で
ま
る
で
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ

う
な
臨
場
感
と
迫
力
を
楽
し
め
ま
す
。

５
・
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン
ド

５
・
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン
ド
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
音
声
は
、
Ｃ
Ｄ

な
み
の
高
音
質
で
す
。
特
に
５
・
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン
ド
放
送
で
は
、
専
用

の
ア
ン
プ
と
６
個
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
臨

場
感
の
あ
る
音
声
が
楽
し
め
ま
す
。

3

[高音質の5.1チャ
ンネルサラウンド
効果！]
弦の一本一本の振
動まで伝わってく
るような音響が楽
しめます｡

[迫力のハイビジョ
ン！]
美しい風景や､ 映
画､ 音楽､ スポー
ツがまるでその場
にいるように楽し
めるようになりま
す｡

【デジタル放送】 【アナログ放送】

2

地デジが始まります

22001111年年
７７月月2244日日ままででにに
アアナナロロググ放放送送終終了了！！

今
ま
で
と
何
が
変
わ
る
の
？

地
デ
ジ
っ
て
何
？

ど
う
し
た
ら
見
ら
れ
る
の
？

最近よく聞く ｢地デジ｣ とは､ ｢地上デジタルテレビ放送｣ のことです｡
今までのテレビ放送 (地上アナログ放送) は､ 2011年７月24日までに終了し､ 地
上デジタル放送に移行します｡ テレビ放送のデジタル化の大きな目的のひとつに､
電波の有効利用があります｡ 電波は無限に使えるように思われるかもしれませんが､
じつは通信などに使えるのはある一定の周波数のところだけです｡ そして､ 今の日
本の現状は､ もうこれ以上少しのすきもないほどに過密に使われています｡
地上デジタル放送が始まると､ 従来のアナログテレビそのままではデジタル放送
を見ることができなくなります｡



ア
ン
テ
ナ
は
ど
う
す
る
の
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電

波
を
使
っ
て
放
送
さ
れ
ま
す
。
安
芸
高

田
市
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
新
た
に

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
受
信
方
向
が
異
な
る
場
合
は
、

ア
ン
テ
ナ
の
増
設
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
一
戸
建
て
住
宅
の
場
合
】

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
ア
ナ
ロ
グ
放

送
の
電
波
が
来
る
方
向
が
同
じ
場
合
は
、

通
常
は
そ
の
ま
ま
で
受
信
で
き
ま
す
。

も
し
見
え
に
く
い
場
合
は
、
調
整
な
ど

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
場
合
は
、
電
気
店
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
共
聴
施
設

(

共
同
ア
ン
テ
ナ)

の
場
合
】

共
聴
施
設
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
て
い
な
い
と
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
を
購
入
し
て
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
映

り
ま
せ
ん
。

①
集
合
住
宅
な
ど

集
合
住
宅
な
ど
で
共
同
ア
ン
テ
ナ
を

使
用
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
ア
ン
テ
ナ

の
管
理
者

(

大
家
・
建
て
主
な
ど)

に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ン
テ
ナ
の
改

修
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、
管

理
者
と
の
相
談
に
よ
る
対
応
に
な
り
ま

す
。

②
山
間
地
域
に
あ
る
住
宅

現
在
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て

い
る
人
は
、
施
設
の
改
修
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
共
聴
組
合
単
位

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

改
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
組
合
で
協
議

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他

組
合
組
織
に
さ
れ
て
な
く
、
共
同
ア

ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ

れ
て
い
る
人
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ま
ず
市
の

方
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

共
聴
施
設(

共
同
ア
ン
テ
ナ)

に
つ

い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

政
策
企
画
課

℡
４
２－

５
６
１
２

5

地地デデジジがが始始ままりりまますす

■手口その１
総務省やテレビ局の名前が書かれた手紙が届き､
｢地上デジタル放送切りかえ助成金｣ が支給され
るので､ 手数料の支払いをするように書かれてい
る｡
→このような助成金は存在せず､ 手数料の支払い
を求めることもありません｡ ニセの助成金案内
状です｡

■手口その２
｢テレビ局職員｣ ｢地上デジタルテレビ受信対

策員｣ を名乗る人物が自宅にやってきて､ 受信工
事やテレビの調整の代金支払いを求める｡
→テレビ局などが､ このような支払いを求めるこ
とはありません｡ お金を請求するのはニセ者で
す｡

｢地デジ詐欺｣ にご用心！

テレビの地デジ対応や､ アンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています｡ 身に覚えのない工事
や代金請求にはご注意ください｡

このような請求を受けたときは､ すぐに支払わず下記までご相談ください｡
【問い合わせ】 ■総務省中国総合通信局 ℡ (０８２) ２２２－３４２９

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
分
割
し
て
、

２
〜
３
番
組
の
同
時
放
送
も

可
能
で
す

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
分
の
周
波
数
で
、
現
行
の
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
と
同
等
の
標
準
画
質

の
２
〜
３
番
組
を
同
時
に
放
送
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え

ば
ス
ポ
ー
ツ
中
継

の
延
長
時
な
ど
に
、

メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
時
間
通
り
ド

ラ
マ
を
放
送
し
な

が
ら
、
サ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
ス
ポ
ー

ツ
中
継
を
引
き
続

き
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
に
や
さ

し
い
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す

■
字
幕
放
送
が
楽
し
め
ま
す

字
幕
放
送
と
は
、
セ
リ
フ
や
コ
メ
ン

ト
を
文
字
テ
ロ
ッ
プ
で
表
示
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で

は
、
受
信
機
の
標
準
機
能
と
し
て
字
幕

放
送
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
番
組
に
よ
っ
て
は
生
放
送
も

字
幕
付
き
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
解
説
放
送
も
楽
し
め
ま
す

ド
ラ
マ
な
ど
の
筋
書
き
を
音
声
で
紹

介
す
る
解
説
放
送
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
音
声
速
度
も
変
え
ら
れ
ま
す

受
信
機
器
に
よ
っ
て
は
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
声
を
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド

で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
話
速
変
換
装
置

を
内
蔵
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
が

登
場
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
や
天

気
予
報
な
ど
の

情
報
が
、
い
つ

で
も
見
ら
れ
ま

す
デ
ー
タ
放
送
に

よ
り
、
リ
モ
コ
ン

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー

ス
や
気
象
情
報
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
便
利
な
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
番
組
内
容
と
連
動
し
て
い
る

デ
ー
タ
放
送
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ド
ラ
マ
な
ら
、
番

組
を
見
な
が
ら
あ
ら
す
じ
や
登
場
人
物

を
確
認
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、
試

合
経
過
や
選
手
紹
介
な
ど
を
見
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4

どうしたら地デジが見られるの？

地デジを見るには､ 新しくテレビを買い替えるか､ 現在お使いのテレビに地上デジタルチューナーを
つけると見ることができます｡

【【新新ししくく地地上上デデジジタタルルテテレレビビにに買買いい替替ええるる】】

｢地上デジタルテレビ｣ と指定して買うように
してください｡ 地デジを見ることができるテレビ
には､ 上記のマークがついています｡ このテレビ
を購入すると､ 地デジの番組や機能をそのまま楽
しむことができます｡ ただし､ 機種によって機能
が異なりますので､ 詳しくは店頭でご確認くださ
い｡

【【今今使使っってていいるるテテレレビビをを引引きき続続きき使使っってて見見るる】】

現在お使いのアナログテレビを､ アナログ放送
終了後も引き続きお使いになる場合は ｢デジタル
チューナー｣ や ｢デジタルチューナー内蔵録画機
器｣ をつけることで地デジを見ることができます｡
ただし､ 一部の機能が使えない場合がありますの
で､ 詳しくは店頭または購入先にご確認ください｡



7

参加者への特典

そそのの１１ 選選手手ととののハハイイタタッッチチ参参加加
((希希望望者者抽抽選選110000名名))

そそのの２２ タタオオルルとと帽帽子子をを贈贈呈呈
ごご注注意意 ササンンフフレレッッチチェェ公公式式ググッッズズととはは限限りりまませせんん｡｡

■と き ８月23日 (土) 18：00 キックオフ
■ところ 広島広域公園 広島ビッグアーチ

■参加費 大人2,000円 子ども500円 (入場料含む)

８月23日のサンフレッチェ広島対アビスパ福岡戦は､ 安芸高田市が冠スポンサーとなる試合です｡ 試合
前のイベントや試合を通して､ 安芸高田市の観光施設､ 特産品､ また花火大会などをしっかりとPRしま
す｡
この日は､ 安芸高田市からバス10台を連ねて応援に出かけるように計画中｡ 大応援団は総勢500人｡ 勝

利のため､ またＪ１復帰のため､ 大きな声援を送りましょう｡ きっと新しい仲間ができ､ また､ スポーツ
のすばらしさがいっぱい感じられるはずです｡
また､ 選手の入場を出迎える武者に扮する人もあわせて募集します｡ 選手たちを間近で見れる貴重な経
験になるはずです｡

6

スポンサードゲームとは
広島ビッグアーチでのサンフレッチェ広島の
ホームゲームに冠スポンサーとなれる１団体限
定のスポンサーゲーム｡ 試合の２時間前となる
開門から､ 試合終了までの４時間､ 場内の大勢
のサポーターへ集中的にアピールします｡

当日､ 市民の皆さんが取り組む役割
■選手たちの応援 ■ハイタッチ (抽選100名)
■花束の贈呈 ■エスコートキッズ
■武者姿での選手の出迎え など

当日の安芸高田市のPR
■来場者全員へ配布される印刷物に掲載
■横断幕の掲示 ■大型スクリーンで上映
■特産品の販売 など

■集合・出発場所 安芸高田市役所と各支所

■応援・武者の申し込み
各教育分室にお申し込みください｡
(ハイタッチ希望の有無もお知らせください｡)
吉田教育分室 ℡42-2411
八千代教育分室 ℡52-2115
美土里教育分室 ℡59-2120
高宮教育分室 ℡57-1803
甲田教育分室 ℡45-4311
向原教育分室 ℡46-3121

■申込締切 ８月18日 (月)

■問い合わせ 教育委員会生涯学習課 ℡42-0054

８月23日 アビスパ福岡戦

安芸高田市
サンフレッチェ広島
スポンサードゲーム

広広島島ビビッッググアアーーチチをを

安安芸芸高高田田色色にに染染めめよようう

550000人人のの
ササポポーータターー大大募募集集

選選手手のの
入入場場をを迎迎ええるる武武者者もも大大募募集集
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神楽がはじまると､ 続々と来場者が増え
はじめ､ 最終的には約2000人が集まった｡

広島県人会の拠点である広島文化センターでブラ
ジル神楽保存会の皆さんと神楽交流が行われた｡
保存会の皆さんの神楽囃子は高田神楽の拍子に近
い｡ 大蛇の練習を見学した｡

24日の午後11時前､ 派遣団一行は安芸高田市役所
に到着した｡ 舞い方の違いなどを練習で乗り越え､
大役を果たし､ 共に感動を味わった団員たちは､
バスから降りると強く手を握り合い､ また抱き合
いながら労をねぎらった｡

１人､ また１人と､ 舞台にかぶりつきで写真を撮る人が増え､ 最終
的には舞台際に沿って人垣ができた｡ 写真を撮るのも忘れて神楽に
魅了されていた｡

田
舎
の
風
景
が
浮
か
ん
で
き
た

ブ
ラ
ジ
ル
神
楽
保
存
会
指
導
者

岩
見
い
わ
み

四
郎
し
ろ
う

さ
ん

(

高
宮
町
出
身)

私
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
て
49
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
故
郷
の
神

楽
団
の
皆
さ
ん
の
神
楽
を
久
し
ぶ
り
に
見
て
、
ま
た
太
鼓
や
笛
の
音
を

聴
き
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
行
っ
て
い
た
祭
り
の
お
宮
や
、
田
ん
ぼ
の
風

景
な
ど
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
神
楽
保
存
会
は
、
日
系
の
若
者
た
ち
を
中
心
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
も
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
も

今
回
、
生
で
見
た
広
島
の
神
楽
か
ら
刺
激
を
受
け
、
一
層
が
ん
ば
っ
て

も
ら
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私

た
ち
の
指
導
や
ビ
デ
オ
か
ら
で
は
得
ら

れ
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
中
で
日
本
の
文
化

の
伝
承
と
普
及
に
さ
ら
に
励
ん
で
く
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

神
楽
が
持
つ
力

安
芸
高
田
神
楽
協
議
会

団
長

久
保

く

ぼ

良
雄

よ
し
お

さ
ん

(

美
土
里
町

横
田
神
楽
団

団
長)

観
客
の
皆
さ
ん
が
総
立
ち
で
拍
手
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
の
は
、
私

の
長
い
神
楽
人
生
の
中
で
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
舞
い
終
え
た
団
員

た
ち
が
舞
台
に
出
る
と
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
う
に
近
づ

き
な
が
ら
、
さ
ら
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
団
員
た
ち

は
、
日
ご
ろ
見
せ
な
い
よ
う
な
笑
顔
で
手
を
振
り
、
感
動
の
あ
ま
り
涙

を
浮
か
べ
て
い
る
者
も
い
ま
し
た
。｢

県
や
市
の
代
表
と
し
て
、
精
一

杯
の
神
楽
を
舞
う｣

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
き
放
た
れ
た
瞬
間

で
も
あ
り
ま
し
た
。

良
い
神
楽
は
、
舞
人
と
観
客
の
お
互

い
が
気
持
ち
を
高
め
合
っ
て
こ
そ
生
ま

れ
ま
す
。
今
回
の
舞
台
は
、
一
体
感
の

あ
る
最
高
の
雰
囲
気
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
国
を
越
え
た
人
々
の
心
を
つ
な
げ

る
と
い
う
、
神
楽
が
持
つ
力
を
再
確
認

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
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今年は､ 日本からの最初の移民がブラジルへ渡ってから100
年目の年となる｡ その節目を記念して､ ブラジルのサンパウロ
市では､ ｢日本文化週間｣ という催しが行われた｡
その芸能実演舞台で､ 安芸高田市内の神楽団員25名が広島県
の代表として神楽を披露｡ 日本の神楽をブラジルで広くアピー
ルした｡ また､ ブラジルで神楽に取り組むメンバーたちとの交
流も行った｡ 安芸高田市とブラジル広島県人会またブラジル神
楽保存会との強い絆を築いた｡
ここでは､ このたび派遣された神楽団員たちの活動の様子を
紹介する｡

芸芸能能実実演演のの舞舞台台ととななっったたアアニニェェンンビビーーココンンベベンンシショョンンホホーールルでで
上上演演ししたたののはは､､ ｢｢紅紅葉葉狩狩｣｣､､ ｢｢滝滝夜夜叉叉姫姫｣｣､､ ｢｢八八岐岐大大蛇蛇｣｣ のの３３演演目目｡｡
最最後後のの演演目目がが終終わわるるこころろににはは会会場場はは総総立立ちちととななりり､､ 団団員員にに送送らら
れれたた拍拍手手ははななかかななかか鳴鳴りり止止ままななかかっったた｡｡

ブラジルのテレビ生中継
にも登場した｡ 屋外会場
に太鼓の音が鳴り響き､
大蛇が動き始めると､ 次
第にこの中継を取り囲む
人の輪が大きくなった｡

ブブララジジルル日日本本移移民民百百周周年年記記念念行行事事でで
安安芸芸高高田田のの神神楽楽をを披披露露

地球の裏側で
神楽を舞う

JJaappaann
AAkkii ttaakkaattaa

BBrraassii ll
SS�oo PPaauulloo
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無料送迎シャトルバス時刻表
各地域から無料送迎シャトルバスを運行します｡ 乗車を希望される方は､ 出発の時間までに集まってください｡
■乗降場は ｢はじ丸館駐車場｣

フォトコンテストを実施します
■作品応募要綱

【撮 影 場 所】

八千代湖
【テ ー マ】

第５回安芸高田花火大会 (自然と風物
を対象としたもの)
【作品サイズ】

カラー作品､ デジタルカメラで撮影を
したものでもよい｡ カラープリント四つ
切りまたはワイド四つ切り｡ デジタル作
品の場合は銀塩プリントA４サイズまた
は四つ切り (デジタル画像処理・加工さ
れたものは不可)
■応募方法

｢第５回安芸高田花火大会フォトコン
テスト｣､ ｢写真の題名｣､ ｢氏名｣､ ｢住所｣､
｢電話番号｣ を記入した用紙を､ 応募写
真の裏面にテープで貼付 (糊付け不可)
し､ 応募ください｡ なお､ 氏名と作品題
名にはふりがなを付けてください｡ デジ
タル作品の場合は､ データコピーをお願
いする場合があります｡
■応募締切

９月26日必着
■発 表

９月末に入賞者に直接通知します｡ 特

選作品は､ 第６回安芸高田花火大会のポ
スターなどに使用します｡
■賞

特選１点 (安芸高田市特産品5,000円
相当)

入賞２点 (安芸高田市特産品3,000円
相当)

■応募上の注意

応募作品は未発表のものに限ります｡
／未発表の単写真 (１枚で完結する写真)
に限ります｡ 組写真は不可｡ ／入賞作品
のネガなど､ 著作権は主催者側に属しま
す｡ ／応募作品は原則として返却しませ
ん｡ ただし､ 選外作品については希望が
あれば返却します｡ 返信用封筒に住所氏
名を記入し切手を貼り同封してください｡
※応募された個人情報は､ 第５回安芸高
田花火大会フォトコンテストに入賞さ
れた場合の通知にのみ使用 (特選の場
合はポスターなどに氏名のみ使用) し､
それ以外に使用することはありません｡
■応募先・問合せ先

〒７３１－０５９２
広島県安芸高田市吉田町吉田７９１
安芸高田花火大会実行委員会事務局

(商工観光課)
℡ ０８２６－４７－４０２４

会

場

行

き

●八千代支所発 ●高宮支所 (美土里支所経由) 発 ●甲田支所 (本庁経由) 発

八千代支所 会 場 高宮支所 美土里支所 会 場 甲田支所 本 庁 会 場
１５：００ １５：２０ １４：４０ １５：００ １５：２０ １４：４０ １４：５５ １５：１５
１５：２０ １５：４０ １５：３０ １５：５０ １６：１０ １５：３０ １５：４５ １６：０５
１５：４０ １６：００ １７：００ １７：２０ １７：４０ １７：００ １７：１５ １７：３５
１６：００ １６：２０ １７：３０ １７：５０ １８：１０ １７：３０ １７：４５ １８：０５
１６：１５ １６：３５
１６：３０ １６：５０ ●ＪＲ向原駅 (本庁経由) 発
１６：４５ １７：０５

向 原 駅 本 庁 会 場１７：００ １７：２０
１５：００(JR１４：５３着) １５：２０ １５：４０１７：１５ １７：３５
１６：２０(JR１６：１３着) １６：４０ １７：００１７：３０ １７：５０
１７：００(JR１６：５３着) １７：２０ １７：４０１７：４５ １８：０５
１７：４０(JR１７：３０着) １８：００ １８：２０１８：００ １８：２０

会

場

発

●八千代支所行き ●高宮支所 (美土里支所経由) 行き ●甲田支所 (本庁経由) 行き

会 場 八千代支所 会 場 美土里支所 高宮支所 会 場 本 庁 甲田支所
２０：４０ ２１：００ ２０：５０ ２１：１０ ２１：３０ ２０：５０ ２１：１０ ２１：２５

２２：００ ２２：２０ ２２：４０ ２２：００ ２２：２０ ２２：３５２０：５０ ２１：１０
２２：１０ ２２：３０ ２２：５０ ２２：１０ ２２：３０ ２２：４５２１：３０ ２１：５０

２１：４０ ２２：００ ●ＪＲＪＲ向原駅 (支所経由) 行き
２２：２０ ２２：４０ 会 場 本庁 向 原 駅
２２：３０ ２２：５０ ２０：４０ ２１：００ ２１：２０(JR２１：３７発)

花火協賛金のお願い
安芸高田花火大会では､
今年も賛同をいただける
商店や事業所などをはじ
め､ 多くの市民の皆さん
から協賛金を募って花火
大会を運営しています｡
趣旨をご理解いただき､
協力をいただきますよう
お願いします｡
なお､ 協賛をいただい
た皆さんを､ ホームペー
ジで紹介させていただき
ます｡
■振込用紙／
７月24日付の行政嘱託
員文書で､ 市内各戸に
配布しました振込用紙
をご活用ください｡ １
口1,000円から受け付
けています｡
■募 金 箱／
市内の商店などに募金
箱を置いています｡

22000088 花花火火大大会会
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８８／／3300 土土□□
会会場場：：土土師師ダダムムののどどごごええ公公園園

1155：：0000～～ 開開催催予予定定 ((スステテーージジのの内内容容にによよ

りり変変更更ににななるるここととががあありりまますす))

1199：：3300～～ 花花火火打打ちち上上げげ

※※雨雨天天のの場場合合､､ 3311日日 ((日日)) にに花花火火ののみみ開開催催

会会場場案案内内図図

交交通通規規制制ににごご協協力力くくだだささいい
大大会会当当日日はは､､ 大大変変混混雑雑がが予予想想さされれるるたためめ､､

八八千千代代湖湖周周辺辺をを一一方方通通行行・・車車両両進進入入禁禁止止なな

どどのの交交通通規規制制をを行行いいまますす｡｡

詳詳ししくくはは､､ ホホーームムペペーージジかか８８月月1144日日にに各各戸戸

配配布布すするる花花火火大大会会ののチチララシシをを参参考考ににししてて下下

ささいい｡｡

�����������夏
休
み
最
後
の
花
火
大
会

約
２
、
０
０
０
発
の
花
火
が
湖
面
を
美
し
く
照
ら
す

駐駐車車場場
駐駐車車場場はは､､ 上上土土師師ググララウウンンドドとと八八千千代代支支所所

周周辺辺のの２２かか所所でですす｡｡ 駐駐車車場場かからら会会場場ままでではは

シシャャトトルルババススをを運運行行ししまますす｡｡

■■上上土土師師ググララウウンンドドのの乗乗降降場場はは ｢｢ののどどごごええ

公公園園入入口口｣｣

【【上上土土師師ググララウウンンドド】】

1144時時3300分分かからら随随時時シシャャトトルルババススをを運運行行

【【八八千千代代支支所所】】

1155時時かからら左左ペペーージジ時時刻刻表表ののととおおりりシシャャトト

ルルババススをを運運行行
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������������������
毎
年
、
船
佐
小
学
校
に
参
加
の
声
か

け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎

年
４
、
５
人
が
出
て
く
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
も
、
参
加
し
て
く
れ
る
子
が

い
ま
す
。
す
ぐ
に
後
継
者
と
は
な
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
子

た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
な
つ

か
し
が
っ
て
参
加
し
て
く
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
さ
ん
ば
い
祭
り
の
時
期
に

高
宮
町
に
教
育
実
習
に
こ
ら
れ
て
い

る
大
学
生
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
教
育
実
習
生
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
方
が
、

｢

学
生
が
入
る
の
な
ら
一
緒
に
入
っ

て
教
え
て
あ
げ
よ
う｣

と
、
す
す
ん

で
参
加
さ
れ
、
地
域
の
人
と
学
生
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
地
域
の
伝
統
行
事
の
力
に
な
ろ

う
と
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
も
、
苗

を
配
っ
た
り
、
綱
を
引
い
た
り
、
衣

装
の
整
理
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

役
員
の
皆
さ
ん
が
喜
ば
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域

の
方
２
人
が
歌
大
工
の
習
得
に
励
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。
一
人
は
今
年
か

ら
練
習
を
開
始
し
て
、
今
回
の
さ
ん

ば
い
祭
り
で
は
じ
め
て
田
ん
ぼ
に
入
っ

て
歌
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
一
人
の
方

は
、
３
年
前
か
ら
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
継
者
が
で
き
た
こ
と
を
、
役
員
の

皆
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

｢

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

伝
統
を
伝
承
す
る
と
い
う
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝

え
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
地
域
で
知
恵
を
出
す
こ
と
が

大
切
で
す｣

と
役
員
の
方
は
話
さ
れ

ま
す
。

上
佐
一
心
会
の
活
動
は
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
く
方
策
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
重
要
な
こ

と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
広
め
る

こ
の
地
域
に
嫁
い
で
こ
ら
れ
た
役

員
の
方
は
、｢

初
め
て
盆
踊
り
を
見

た
と
き
、
一
度
で
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

歌
が
す
ご
く
素
敵
で
、
止
ま
る
こ
と

な
く
踊
り
続
け
る
姿
も
素
敵
で
し
た
。

子
ど
も
の
手
が
離
れ
て
か
ら
は
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
毎
年
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
早
乙
女
と
し
て
参
加

し
て
い
た
は
や
し
田
に
は
、
今
度
は

私
が
早
乙
女
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
歌
わ
れ
る
歌
も
素
敵

な
ん
で
す
よ｣

と
、
魅
力
を
話
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
上
佐
一
心
会
の
活
動

を
今
井

い
ま
い

政
規

ま
さ

き

会
長
は
、｢

今
や
っ
て

い
る
こ
と
を
続
け
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

で
き
れ
ば
都
市
の
子
ど
も
を
呼
ん
で

き
て
、
田
植
え
の
体
験
を
し
て
も
ら

う
な
ど
、
こ
の
地
域
で
何
か
さ
せ
て

あ
げ
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

振
興
会
と
し
て
都
市
と
地
域
が
交
流

す
る
場
を
つ
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
で
き
な
い
も
の

か
と
考
え
て
い
ま
す｣

と
、
交
流
す

る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
広
め
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

上上佐佐一一心心会会

人人 口口 444499人人
世世帯帯数数 117711世世帯帯

平成20年４月現在

①上佐一心会の役員の皆さん｡
②一心盆踊りでは､ みんなで同じ扇子をもって踊る｡ 止まることなく踊るのが､ この地域の特
徴と話される｡
③８月６日には ｢平和の火のつどい｣ として､ 各戸に振興会が手作りした灯篭を配り､ 平和へ
のメッセージを書いてもらい灯をともす｡ ８月15日の盆踊りで､ やぐらの周りに並べている｡
④さんばい祭りでは､ 教育実習生はぶっつけ本番でやる｡ 地域の人が間に入り､ それをまねし
ながら楽しんでいる｡

②

③

①

地
域
の
人
が
多
く
集
う

盆
踊
り

盆
踊
り
は
、
大
正
か
ら
続
く
こ
の

地
域
の
伝
統
で
す
。
昭
和
10
年
ご
ろ

か
ら
県
内
で
盆
踊
り
の
競
演
大
会
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
か
ら
も
約
80
人
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
出
場
す
る

た
び
に
優
勝
か
準
優
勝
す
る
ほ
ど
の

実
力
で
、
約
20
本
の
優
勝
旗
が
今
で

も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
大
会
は
、
戦
時
中
に
一
時

途
切
れ
、
戦
後
ま
た
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
な

る
と
、
新
し
い
娯
楽
が
こ
の
地
域
に

も
入
っ
て
き
て
、
盆
踊
り
に
以
前
ほ

ど
集
中
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
県
内
の
盆
踊
り
大
会
も
、
昭
和
44

年
の
広
島
市
で
の
大
会
が
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
を
あ
げ
て
行
っ
て

い
た
盆
踊
り
も
、
大
会
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
昔
ほ
ど
盆
踊
り
を
し
な

く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
50
年
に
、
な
ん
と
か
盆
踊
り

を
盛
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

地
域
か
ら
声
が
上
が
り
、
小
学
校
の

運
動
会
で
踊
る
な
ど
、
踊
る
機
会
を

増
や
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
設

立
さ
れ
た
の
が

｢

上
佐
一
心
会｣

で

す
。
上
佐
一
心
会
の
発
足
と
同
時
に
、

８
月
の
盆
に

｢

一
心
盆
踊
り｣

が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
一
心
盆
踊

り
は
行
わ
れ
、
地
域
か
ら
た
く
さ
ん

人
た
ち
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
上

佐
一
心
会
で
行
う
行
事
の
中
で
も
、

一
番
多
く
人
が
参
加
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
踊
り
の
と
き
に
使
う
お
そ
ろ
い

の
扇
子
を
一
心
会
か
ら
地
域
の
方
た

ち
に
配
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
役
員

の
皆
さ
ん
は
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
、

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
す
。

｢

戦
前
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
た

歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
や
め
た
ら

い
け
な
い
と
地
域
の
人
も
思
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
い
う
歴
史
の
重
み
が
、
今
ま
で
続

け
ら
れ
た
力
に
な
っ
て
い
ま
す｣

と

役
員
の
方
は
話
さ
れ
ま
す
。｢

一
心

会｣

と
い
う
戦
前
か
ら
こ
の
地
域
で

使
わ
れ
て
い
た
名
前
を
振
興
会
の
名

前
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
地

域
が
伝
統
を
大
切
に
す
る
地
域
で
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

知
恵
を
出
し

次
の
世
代
に
伝
え
る

は
や
し
田
は
、
戦
後
途
切
れ
て
い

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
こ
の
は
や
し

田
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い

と

｢

上
佐
は
や
し
田
保
存
会｣

が
平

成
２
年
に
発
足
し
、
そ
の
年
に
は
や

し
田
を
実
演
す
る｢

さ
ん
ば
い
祭
り｣

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
か

ら
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
と
い
う
こ

と
で
、
上
佐
一
心
会
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
囃
手
と
早
乙
女
と
も
高
齢
化
が

進
み
、
世
代
交
代
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
、
や
ら
れ
て
い
る
人
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
15
年
く
ら
い
は
続

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後

に
後
継
者
が
で
て
く
る
か
ど
う
か
が

心
配
だ
と
役
員
の
皆
さ
ん
は
思
わ
れ

て
い
ま
す
。

囃
手
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
経
験
し
、
そ
の
こ
ろ
を
な
つ
か
し

が
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る

そ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
は
や

し
田
の
経
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
、

12
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上
佐
一
心
会
の
活
動
は
、
地
域
に
伝
わ
る
文
化
を
次
の
世
代
へ
と
伝
承
す

る
こ
と
に
特
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
化
と
は

｢

盆
踊
り｣

と

｢

は
や
し
田｣

で
す
。
参
加
者
が
高
齢
化
し
、
な
か
な
か
人
を
集
め
る

の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
継
承
活
動

を
通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
地
域
で
知
恵
を
だ
し
な
が

ら
、
守
っ
て
い
こ
う
と
強
く
思
わ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

④

VOL.26 上佐一心会



帰ってきた ｢避難メダカ｣
ビオトープ施設の完成報告会
７月７日 (月)､ 甲田町小原地区で農業生産法人等育成緊

急整備事業 (ほ場整備事業) によるビオトープ施設の完成報
告会が行われました｡ 事前調査で､ 整備予定地にメダカが多
く生息していることがわかり､ 広島県芸北地域事務所と､ 地
元住民でつくる ｢おばらの里水と緑の会｣ がメダカを保護す
るビオトープの建設を進めてきました｡ 昨年の９月､ 工事に
よって水路に泥水が流れ込むため､ メダカを救出捕獲し､ 小
原土地改良区の水槽へ避難させていました｡ このたび､ ビオ
トープ施設が完成し､ 避難していた約300匹のメダカを小原
保育所の園児と小田小学校の１～３年生の児童が放流しまし
た｡ 児童は､ ｢メダカがこの池に元気に住み着き､ たくさん
増えればうれしい｣ と話していました｡

来年も子どもたちにきれいな花を見せたい
可愛小学校の植木の剪定作業ボランティア
７月１日 (火) 可愛小学校で､ (社) 安芸高田市シルバー

人材センター可愛地区の会員の皆さん約40名が､ 植木の剪定
作業を行いました｡ この作業は８年まえから行われています｡
小学校にたくさん植えてあるサツキは､ 夏前の剪定によって､
毎年きれいな花が咲くそうです｡ 中井校長は ｢サツキがきれ
いに咲くのも､ 皆さんのおかげです｣ と感謝されていました｡
暑い中､ 作業される会員の皆さんに､ 子どもたちが元気よく
あいさつをしていました｡
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５冊目の歌集ができました
高宮町短歌会が歌集を市に寄贈
昭和50年から30年の活動を続けられている高宮町短歌会の
皆さんが､ このたび５冊目となる歌集を完成され､ ７月３日
(木) に､ 浜田市長と佐藤教育長に渡されました｡ 長い活動
の歴史を聞かれた浜田市長は ｢これからも活動を続けて元気
になってください｣ と話されました｡ 会を代表して来られた､
藤井
ふじ い

美智子
み ち こ

さんと上川
かみかわ

幸子
さち こ

さんは ｢中央図書館と田園パラッ
ツォ図書館に歌集を置いているので､ 皆さんに見ていただき
たいです｣ と話されていました｡

職人さんが小中学校を補修作業
住宅デーボランティア
毎年６月25日の ｢住宅デー｣ にちなみ､ 広島県建設労働組
合高田支部の皆さんが６月29日 (日) に､ 吉田中学校､ 吉田
小学校､ 可愛小学校の補修作業をされました｡ 体育館窓の防
護策の補修や木製の格子戸の補修､ 児童用靴箱の補修を行わ
れました｡ 可愛小学校の見藤教頭は ｢プロの方に直していた
だきとてもありがたいです｣ と､ 素早く直される姿をみて､
感謝されていました｡

ようこそ安芸高田市へ
スウェーデンハンドボールクラブチームが表敬訪問
スウェーデンのハンドボールクラブチームの選手など約30名

が､ ６月23日 (月) に安芸高田市を表敬訪問されました｡ これ
はスウェーデンへ自主研修に渡った経験がある､ ハンドボール
全日本男子の酒巻清治監督が実現されたもの｡ 浜田市長は ｢短
い滞在ですが､ 安芸高田市の人情や風土を堪能してください｣
と歓迎のあいさつをしました｡ 訪問団は､ 向原高校で体験授業
を受けたり､ 湧永満之記念体育館で向原高校ハンドボール部と
交流試合を行ったりしました｡ ｢たくさんの思い出をもってス
ウェーデンに帰りたい｣ と話された訪問団は､ 約３週間の日本
滞在期間中に､ 京都や岩国なども訪問されます｡

元広島東洋カープの安仁屋宗八さんがやってきた
向原小学校で野球教室
７月７日 (月) 向原小学校で､ 元広島東洋カープの安仁屋宗八さんを迎えて野球教室
が行われました｡ これは､ 文部科学省と日本体育協会が行う ｢トップアスリート派遣指
導事業｣ により実現しました｡ ４年生から６年生が１時限ごとに､ キャッチボールやバッ
ティングを直接指導してもらいました｡ 普段野球をしている児童も､ そうでない児童も
｢もっとやりたい｣ と楽しんでいました｡ 安仁屋さんは ｢スポーツと勉強､ 両方をしっ
かりやり､ 健康に気をつけてください｣ と児童たちに話されていました｡
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みんなできれいにしよう
吉田小学校５年生が清掃ボランティア活動
吉田小学校５年生63名が､ 安芸高田少年自然の家での宿泊
体験活動の最終日となる６月27日 (金) に､ 周辺地域の清掃
ボランティア活動を行いました｡ 市職員から､ 市のごみの現
状などの説明を受けた後､ ６つのグループに分かれてごみ拾
いへ｡ ｢たばこの吸殻が多いね｣ などと話したり､ 燃えるご
みか燃えないごみかを相談したりしながら､ 空き缶や電池､
ビニール袋などさまざまなごみを拾いました｡ 短時間でたく
さん集まったごみをみて､ ポイ捨ては絶対してはいけないと
話し合っていました｡



消
防
設
備
士
講
習
の

お
知
ら
せ

消
防
設
備
士
は
、
消
防
用
設
備
や
特

殊
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
、
整
備
に

関
す
る
新
し
い
知
識
、
技
能
の
習
得
の

た
め
、
免
状
交
付
を
受
け
た
後
２
年
以

内
、
そ
の
後
は
５
年
以
内
毎
に
都
道
府

県
知
事
が
行
う
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

８
月
１
日

(

金)

〜
29
日

(

金)

■
受
付
場
所

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
ま
た
は

(

財)

広
島
県
消
防
設
備
管
理
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
ま
で

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う

熱
中
症
と
は
、
発
汗
や
運
動
で
体
温

調
節
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
状
態
で
、

筋
肉
の
け
い
れ
ん
や
め
ま
い
と
い
っ
た

症
状
か
ら
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
死
に
至

り
ま
す
。
気
温
が
高
い
夏
に
起
こ
り
や

す
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
た
く
さ
ん
汗
を
か
く
と
水
分
と
一
緒

に
体
内
の
塩
分
も
失
わ
れ
ま
す
。
吸

収
の
良
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

で
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
涼
し
い
場
所

で
休
み
、
冷
や
し
た
タ
オ
ル
や
冷
た

い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
脇
の
下
や

足
の
付
け
根
に
当
て
て
体
温
を
下
げ

ま
し
ょ
う
。

・
意
識
障
害
や
体
が
紅
潮
し
発
汗
が
な

く
な
り
、
体
に
触
れ
る
と
熱
い
状
態

は
非
常
に
危
険
で
す
。
す
ぐ
に
病
院

へ
連
れ
て
行
く
か
、
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

救
急
現
場
で
の

応
急
処
置
に
ご
理
解
を

救
急
車
が
な
か
な
か
現
場
を
出
発
し

な
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
現
場
で
行
う
応
急
処
置
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

平
成
３
年
に
救
急
救
命
士
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
傷
病
者
を
医

療
機
関
に
搬
送
す
る
ま
で
の
間
の
救
急

医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
目

的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

当
消
防
本
部
は
救

急
隊
３
名
の
う
ち

１
名
以
上
の
救
急

救
命
士
が
同
乗
す

る
よ
う
運
用
し
て

い
ま
す
。

救
急
現
場
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
、

救
急
救
命
士
は
傷
病
者
、
あ
る
い
は
関

係
者
か
ら
傷
病
に
至
っ
た
経
過
な
ど
を

聞
き
取
り
、
観
察
を
行
い
ま
す
。
観
察

は
、
負
傷
部
位
だ
け
で
は
な
く
、
頭
か

ら
足
先
ま
で
見
て
、
触
れ
て
、
反
応
な

ど
で
傷
病
者
の
状
態
を
把
握
し
、
傷
病

の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
必
要
に
応
じ
た
処

置
を
選
択
し
、
救
急
隊
員
と
と
も
に
応

急
処
置
を
施
し
ま
す
。

例
え
ば
、
心
肺
停
止
に
対
し
て
は
人

工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
ら
に
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
・
気
管
挿
管
・
点
滴
・

薬
剤
投
与
な
ど
の
処
置
を
行
い
ま
す
。

続
い
て
、
救
急
車
内
に
収
容
後
、
心
電

図
・
血
圧
・
血
中
酸
素
飽
和
度
な
ど
の

機
器
を
装
着
し
測
定
し
ま
す
。
ま
た
、

傷
病
者
の
状
況
、
傷
病
程
度
に
よ
り
最

も
適
し
た
搬
送

先
病
院
を
選
定

し
、
収
容
を
依

頼
し
て
現
場
を

出
発
し
ま
す
。

現
場
滞
在
時

間
が
長
い
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
救
急
隊

員
も
迅
速
な
観
察
・
応
急
処
置
な
ど
を

行
い
、
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送

す
る
よ
う
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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６月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

5件

104件

3件

3件

(22件)

(624件)

(14件)

(13件)

���
熱中症の分類と病態

日射病 熱痙攣 熱疲労 熱射病

体温 38℃以下 38℃以下 40℃以下 40℃以上

皮膚
症状

発汗
湿潤

蒼白
発汗

蒼白
発汗

紅潮
乾燥

発生
機序

炎天下の会
合や運動

高温多湿 高温環境
高温環境下
での運動

病態
脱水
嘔吐
めまい

一過性の筋
痙攣､ 腹痛
ナトリウム
欠乏

高度の脱水
頻呼吸

頻脈､ 痙攣
昏睡､ 嘔吐
低血圧

����
16

●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

金山
かねやま

要
かなめ

さん (吉田町)

｢年配の方は懐かしいと言われるんですよ｣ と､ 家の前に飾
られた水車小屋を見ながら話されるのは金山要さん｡ 子どもの
ころ見た農機具を､ 約半分の大きさでつくってみたいと思い､
水車小屋や大八車をそれぞれ1年半かけてつくられました｡ 定
年前は､ マツダに勤務され､ 人の作業を機械化できないかを研
究し､ 設計・製作・設置などをする仕事をされていました｡
そんなことから､ 農機具をつくるときも､ 設計から木や鉄の
加工まですべて自分でされます｡ ひとつひとつの作業を楽しみ
ながらやられています｡
金山さんは ｢自分で実際につくってみて､ 昔の人の精巧な技
術に気づくことができました｡ 本当に立派だと思います｡ 農作
業の効率がよくなるように道具がとても工夫されているんです｣
と話されます｡ 次の作品はもう決まっているという金山さん｡
｢みんながびっくりするものをつくっていきたい｣ と意欲を出
されていました｡

���������������
井戸水をくみ上げる桶や､ 周り
の石積み､ 屋根もつくられた｡

大八車を持っている近所の人の
家で見せてもらい､ ２分の１の
大きさで作り上げた｡

本田
ほん だ

清美
きよ み

さん (吉田町)

人権擁護委員として功績が顕著であったとして､ 全国人権擁護委員連合会長から表彰されました｡
人権擁護委員とは､ 法務大臣が委嘱した民間のボランティアで､ 地域の中で人権思想を広め､ 人権侵害が起きな
いように見守り､ 人権を擁護していくことが望ましいということから設けられたもので､ 全国の市町村に配置され
ています｡

����������������
平成20年度全日本卓球選手権大会
■卓球 バンビ女子の部
戸田 美穂 (吉田卓球スポーツ少年団)

第３回全日本キャデットアーチェリー選手権大会
■アーチェリーキャデット男子
鳴谷大地 (吉田中学校)

平成20年度全国高等学校総合体育大会
■アーチェリー 男子個人
中村 龍 (吉田高校)
■ハンドボール 女子 (向原高校)
井上紗希・実藤綾花・竹内彩・佐伯愛美・実藤春花・
沖田彩・倉光ひみか・上田早紀・北受真奈
■ハンドボール 男子 (向原高校)
中本拓也・植木渓太・田村祐貴・天野凌太郎・
森川敬介・沖田朋也・山根秀慶・横杉健次
■陸上 走り高跳び 三段跳び
日浦誠治 (西条農業高校)
■空手 男子組手団体
難波龍貴 (呉港高校)
■カヌー 男子カヤックシングル (八千代カヌークラブ)
小又千春 (吉田高校)
■カヌー 女子カヤックシングル (八千代カヌークラブ)
川本佳乃 (可部高校)
■サッカー
金島悠太 (皆実高校)

第21回全国小学生ハンドボール大会
■ハンドボール 男子 (安芸高田ハンドボールクラブ)
正木空太・中山翔太・板村誠・山根崇史・徳山祐作・
寺井健登・岡部光樹・石川啓吾・清瀬颯・秋國亮太・
中村哲也
■ハンドボール 女子 (安芸高田ハンドボールクラブ)
長尾優香・深井朱音・塩谷緋子・井上千夏・
高木麻代・堀越紗英・山本みなみ・山根楓・
橋本玲奈

第４回全日本インディアカトーナメント
■インディアカ
佐々木圭子・谷上信也・田川茂・沖川佳保里 (向原
インディアカ同好会)

第19回全日本女子軟式野球選手権大会
■女子軟式野球 (広島レッズ)
吉村歩実花 (向原中学校)

第16回全国中学生空手道選手権大会
■空手 女子個人組手 女子団体組手
松本知佳 (向原空手スポーツ少年団)
■空手 女子団体組手 (向原空手スポーツ少年団)
山本莉紗・児玉美津紀・佐々木穂波・山本優衣

����������������
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
８月１日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成20年４
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成18年２
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

８月５日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

８月19日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

８月６日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

８月20日(水)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

８月27日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

８月22日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

熱中症にご注意！
～水分をしっかり摂りましょう！～

人間の体には水分がたくさん含まれ､ 生命維持や栄養

の運搬､ 老廃物の排泄､ 体温調節など大切な働きをして

います｡ 大人の体は約60％､ 小さな子どもは70％以上が

水分でできています｡

体内の水分量は常に一定に保たれている必要がありま

すが､ 水分をためておくことができないため､ 尿をはじ

め汗や排泄などで失った水分は､ こまめに補給する必要

があります｡

水分の摂り方によっては､ 食事の妨げになることがあ

るので､ 飲む量や内容が大切です｡ 水分は､ 食事の時や

のどがかわいた時以外でも､ 起床時や入浴の前後､ 運動

時も必要です｡ 次のようなことに注意して､ 熱中症や夏

ばてを予防し､ 暑い夏を乗り切りましょう｡

◎一度に飲む量を考えて
一度に多く水分をとると､ 胃液が薄まって胃の働きが

悪くなり､ 食欲が低下してきます｡ 一度に飲む量は､ コッ

プ１杯程度が適当です｡

◎炭酸や甘いジュースは控えめに
炭酸や甘いジュースを飲みすぎると､ 胃のもたれや血

糖値の上昇により空腹感を感じず､ 夏ばての原因になり

ます｡

◎冷たい飲み物はほどほどに
少し冷やした飲み物は､ 体に吸収されやすく運動中に

は適していますが､ 冷たい物を普段から飲み続けている

と､ 胃の働きが悪くなり､ 腸を刺激して下痢の原因にも

なるので､ ほどほどにしておきましょう｡

◎遊びの前後には､ こまめに水分補給を
子どもが遊びに夢中になっている時､ 気がつくとたく

さんの汗をかいていることがあります｡ 遊びの前後はも

ちろん､ 合間にもこまめに水分補給をしましょう｡
月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

すくすく教室
～すくすく
離乳食～
８月26日(火)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

８月19日～
８月25日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★定員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
８月８日(金)
10:00～15:00

(吉田)
中央保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

８月18日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
８月23日 (土) 11：00～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
８月９日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
８月21日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで

クリスタルアージョ２階 研修室203
８月23日 (土) 14：30～
対象：幼稚園・保育所の年長組から小学生低

学年くらいまで
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
８月23日 (土) 10：30～
ミューズ

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽

にご利用下さい｡ 子どもたちと遊びながら､ おしゃべりを
して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30
《第２・４木曜日には､ 交流会をします》
※今月は､ 第２木曜日の交流会を12日 (火) に変更してい
ます｡

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応
じています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容
８月12日 (火)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

８月28日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象

月日･受付時間 対 象 会 場

８月７日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H17年２月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

８月21日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H19年１月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

８月28日(木)
13:00～13:15

乳児健診
・H19年10月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来る物 お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
８月５日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

８月６日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

８月６日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月６日 (水)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月７日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(水遊び・育児相談)

８月12日 (火)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月12日 (火)
9:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

８月19日 (火)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月20日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

８月20日 (水)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月21日 (木)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

８月21日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(水遊び・育児相談)

８月22日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788

園 庭 開 放
(お楽しみ会・水遊び)

８月27日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

８月27日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 園 庭 開 放

８月28日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

８月28日 (木)
10:00～11:30

ひまわり保育所
℡55－0880

園 庭 開 放
( 水 遊 び )

＊下記の保育所 (園) は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､
行事の都合などがありますので､ 各保育所 (園) にお問い
合わせ下さい｡
・刈田保育園 (℡52-2099) ・八千代南保育園 (℡52-3048)
・可愛保育園 (℡43-1776)
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健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

食中毒は､ 気温が高くなる
初夏から晩秋にかけて多発し
ます｡ 食中毒の予防には､ 食
中毒菌を 『付けない』 『増や
さない』 『やっつける』 とい
う食中毒予防の三原則はもち
ろんのこと､ 次の６つのポイ
ントに気をつけましょう｡

●買い物をする時
・生鮮食品は期限表示などを
確認して､ 新鮮な物を購入
しましょう｡
・冷蔵や冷凍が必要な食品の
購入は､ 買い物の最後にし
ましょう｡
●食品を保存する時
・冷蔵や冷凍が必要な食品は､
すぐに冷蔵庫や冷凍庫に入
れましょう｡
・冷蔵庫内では､ 肉汁などが
他の食品に付かないように
別容器に入れましょう｡
・冷蔵庫や冷凍庫を詰めすぎ
ないようにしましょう｡
●調理の下準備の時
・調理の下準備の前や､ 肉､
魚､ 卵を扱った後は､ 必ず
手洗いをしましょう｡
・生の肉や魚を切った包丁や
まな板で他の食品を処理し
ないことと､ 使ったらすぐ

に洗剤と流水で包丁とまな
板を洗いましょう｡
・カット野菜やラップしてあ
る野菜も流水で洗いましょ
う｡
・冷凍食品の解凍は､ 使う量
だけとし､ 冷蔵庫の中や電
子レンジを利用しましょう｡
・包丁､ まな板､ ふきん､ た
わしなどの消毒をしっかり
しましょう｡
●調理の時
・調理の前には必ず手洗いを
しましょう｡
・加熱調理をする食品はしっ
かり加熱をしましょう｡
●食事の時
・盛り付けは清潔な手で清潔
な器具を使い､ 清潔な食器
にしましょう｡
・食品は､ 室温に長く放置し
ないようにしましょう｡
●食品が残った時
・残った食品は､ 早く冷える
ように浅い容器に小分けし
て冷蔵庫へ入れましょう｡
・残った食品を温めなおす時
もしっかり加熱しましょう｡
・時間がたち過ぎたり､ 少し
でもおかしいと思ったりし
たら捨てましょう｡�������� 安芸高田市食生活改善推進協議会

保健医療課 栄養士

朝ごはんを食べる習慣をつけよう！
朝､ 忙しくて朝ごはんを食べる時間がない､ 食欲がな
い､ 朝ごはんを食べる習慣がないなどはありませんか？
朝ごはんは脳とからだの栄養です｡ まずは､ 少しずつで
も毎朝食べられるように､ 実行できそうなことから始め
てみましょう｡

■ステップ１
果物､ 牛乳､ 野菜ジュースなど､ 簡単に口にできるも
のを食べよう｡

■ステップ２
おにぎりやパンなど食べやすいもの､ または具だくさ
んの味噌汁やスープなど､ 食べる量は少なくても１回で
色々な食品が摂れるものを食べよう｡

今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会高宮支部が
手軽にできる朝食を紹介します｡ 牛乳はカルシウムが豊
富で､ 美肌作用やストレスをやわらげる作用があります｡

もちろん､ 骨粗しょう症予防にも有効です｡ ぜひ作って
みてくださいね｡

ホームページ ｢食べて治す・防ぐ医学辞典｣ 参照

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

ほうれん草のカッテージチーズ和え

[材料] (２人分) 牛乳２カップ､ ほうれん草２～３株､
酢(またはレモン)大さじ１強､ 塩少々

[作り方]
① 牛乳を沸騰させ酢を入れて混ぜる｡ ザルでこしカッテージ
チーズを作る｡ (たくさん酢を入れるとかために､ 少ないと
やわらかめになります｡)
ほうれん草は茹でてしぼり､ ３㎝くらいに切る｡

② ①を和えて塩で調味する｡

断酒会
広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き ８月８日(金)・

29日(金)
例会 19:00～21:00

■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

HIV抗体検査
■とき ８月18日(月)

９:00～11:00
■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所� (082) 814-3181

献血
■とき ８月１日(金)

９:30～11:15
八千代人権福祉センター
13:00～15:30
南条装備工業

■とき ８月４日(月)
10:00～11:00､ 12:00～15:30
クリスタルアージョ

■とき ８月８日(金)
９:30～11:30
安芸高田市甲田支所
９:30～11:00､ 12:00～15:30
向原保健センター

食中毒を予防しましょう

20

｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

｢

こ
こ
ろ
の
健
康｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
合
お
う
！

で
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
は
、
生
活
の
質
を
大
き
く
左
右
す
る
要
素
で
す
。
精
神
的

ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
こ

ろ
の
健
康
を
保
つ
に
は

｢

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
食
生
活｣

｢

適
度
な

運
動｣

｢

休
養｣

と
と
も
に
、
十
分
な
睡
眠
や
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
度
は
、【
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
の
健
康
度
を
知
ろ
う
】
と
、【
早
め
に
、

相
談
、
医
療
機
関
に
か
か
ろ
う
】
を
推
進
し
ま
す
。

次
の

｢

こ
こ
ろ
の
健
康
度
自
己
評
価
票｣

で
、
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
の
状

態
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
で
悩
ま
ず
相
談
し
た
り
、
早

め
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

�����������｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に

勤
め
て
い
て
退
職
し
、
現
在
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
被

用
者
保
険

(

厚
生
年
金
な
ど)

を

受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と
被

扶
養
者
は

｢

退
職
者
医
療
制
度｣

で
医
療
を
受
け
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

次
の
条
件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
人(

退
職
被
保
険
者
本
人)

と
、

そ
の
扶
養
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
人
。

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
で
、

そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、

も
し
く
は
40
歳
以
降
10
年
以
上

あ
る
人
。

■
被
扶
養
者
に
な
る
人

被
扶
養
者(

扶
養
家
族)

と
は
、

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
と
も
に

し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る

次
の
人
で
す
。

①
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
と
三
親
等
内
の
親
族
。

②
国
保
の
加
入
者
で
後
期
高
齢
者

の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
。

③
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円

(
60
歳
以
上
の
人
は
１
８
０
万

円)
未
満
の
人
。

④
退
職
本
人
に
税
法
上
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
人

■
退
職
被
保
険
者
と
な
る
日

年
金
の
受
給
権
の
発
生
し
た
日

が
、
退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
で

す
。退

職
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
方
は
、
年
金
の
受
給
権
が

発
生
し
、
年
金
を
も
ら
う
手
続
き

を
す
る
と
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
加
入
の
届
出
を
す

る
と
き
に
年
金
証
書
も
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、｢

退
職
者
医
療
制
度｣

に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
被
保
険
者
証

(

保
険
証)

の
交
換
な
ど
を
通
知

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

｢

退
職
者
医
療
制
度｣

で
は
、

本
人
の
自
己
負
担
と
国
民
健
康
保

険
税
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
該
当
者

に
な
っ
て
い
な
い
と
、
拠
出
金
が

負
担
す
る
医
療
費
分
ま
で
、
国
民

健
康
保
険
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
届
出
し
ま

し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
医
療
課

(

℡
４
２
―
５
６
１

９)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

退
職
者
医
療
制
度

����
平成20年４月診療分
１人当たり費用額

安芸高田市 県平均

一 般 23,300 22,170

退職本人 34,624 41,375

退職扶養 19,208 29,360

全被保険者 26,885 24,785���������������������������������������
①毎日の生活が充実していますか｡ はい ＊いいえ
②これまで楽しんでやれていたことが､ 今も楽しんでできていますか｡

はい ＊いいえ
③以前は楽に出来ていたことが､ 今ではおっくうに感じられますか｡

＊はい いいえ
④自分は役に立つ人間だと考えることができますか｡ はい ＊いいえ
⑤わけもなく疲れたような感じがしますか｡ ＊はい いいえ
⑥死について何度も考えることがありますか｡ ＊はい いいえ
⑦気分がひどく落ち込んで､ 自殺について考えることがありますか｡

＊はい いいえ
⑧最近 (ここ２週間) ひどく困ったことやつらいと思ったことがありま
すか｡
※配偶者や家族の死亡､ 親戚や近隣の人の自殺､ 医療機関からの退院な
どの場合｡ ＊はい いいえ����������������������
■①～⑤の項目で､
＊の回答が２つ以上
■⑥～⑦の項目で､
＊の回答が１つ以上
■⑧に該当した������ ���������� ������������� ２か月に１回実施 (偶数月)���� ＪＡ吉田総合病院 精神科医師

いずれかに該当された方はご相談ください｡������ ����������������������� �������������������� ������������������ ���������������������������������������������
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安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市

内
公
立
小
学
校
で
、
授
業
中
や
放
課
後

の
学
習
支
援
、
担
任
教
員
な
ど
の
教
務

事
務
補
助
を
行
う
学
習
補
助
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
数

３
名

■
勤
務
先

可
愛
小
学
校
、
根
野
小
学
校
、
小
田

東
小
学
校
に
各
１
名

■
配
置
学
年

３
・
４
学
年
を
中
心
に
配
置

■
募
集
対
象
者

�
地
方
公
務
員
法
第
16
条
及
び
学

校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
者

�
教
育
に
熱
意
と
見
識
を
有
し
、

健
康
で
勤
務
に
耐
え
得
る
者

�
原
則
と
し
て
教
員
免
許
状
を
有

す
る
者
。
た
だ
し
、
適
性
が
あ
る

と
教
育
委
員
会
が
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

■
雇
用
期
間

９
月
１
日
〜
３
月
31
日

■
勤
務
条
件

勤
務
時
間
は
週
30
時
間
以
内
で
、
配

置
先
の
校
長
が
勤
務
時
間
を
割
振
り
ま

す
。
原
則
と
し
て
１
日
６
時
間
、
週
５

日

(

月
〜
金
曜
日)

の
勤
務
で
す
。

■
申
込
方
法

�
提
出
書
類

市
販
の
履
歴
書
１
部

(

３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付)

�
申
込
先

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

(

郵
送
可)

〒
７
３
１
‐
０
５
９
２

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
６
１

番
地

�
申
込
期
限

８
月
15
日

(

金)

※
必
着

■
選
考
方
法

・
面
接
試
験

(

試
験
結
果
は
、
試
験
後

１
週
間
以
内
に
文
書
で
通
知
し
ま
す)

・
選
考
の
結
果
、
合
格
者

(

評
定
基
準

を
満
た
し
た
者)

の
中
か
ら
成
績
上

位
の
３
名
を
採
用
し
ま
す
。
な
お
、

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
合
格
者
は
、
人

材
バ
ン
ク
登
録
者
名
簿

(

平
成
20
年

度
内
有
効)

に
登
載
し
、
次
回
以
降

の
求
人
に
は
優
先
的
に
採
用
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

採
用
決
定
者
は
、
後
日
、
健
康
診
断

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
育
委
員
会
事
務
局
で
、
所
定
の
様

式
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務

課(

℡
０
８
２
６
‐
４
２
‐
０
０
４
９)

教
育

市
内
公
立
小
学
校
の
学
習
補
助
員
を

募
集
し
ま
す

７
月
８
日(

火)

、
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
で
、
安
芸
高
田
市
工
業
会
設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
業
会
は
、
市
内
の
製
造
業
33

社
で
構
成
さ
れ
、
会
員
同
士
の
意
思
疎

通
を
進
め
、
新
た
な
可
能
性
を
発
見
す

る
場
、
新
た
な
連
携
を
す
る
場
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
業
績
向
上
と
地
域
経

済
の
活
力
向
上
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
活
動
と
し
て
は
、
情
報
提

供
や
会
員
相
互
の
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
の
開
催
、
合
同
新
入
社
員
研
修

の
実
施
、
行
政
と
の
意
見
交
換
会
の
実

施
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
事
務
局

は
、
商
工
会
と
市
で
組
織
さ
れ
た
安
芸

高
田
市
産
業
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行

い
ま
す
。

浜
田
市
長
は

｢

市
内
に
立
地
す
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
は
、
地
域
活
性

化
施
策
の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
ま

す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
市
長
と
の
意
見
交
換
で
は
、

｢

働
く
場
所
は
あ
る
の
に
、
働
く
人
が

い
な
い
現
状
が
あ
る
。
な
に
か
対
策
は｣

｢

安
芸
高
田
市
内
に
住
み
た
く
て
も
、

医
療
・
福
祉
・
交
通
な
ど
で
、
よ
い
条

件
が
見
あ
た
ら
な
い
。
特
に
、
車
が
な

い
と
生
活
で
き
な
い｣

な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は
、｢

知
恵
を

貸
し
て
い
た
だ
き
、
働
く
人
の
確
保
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
広
島
市
へ

の
時
間
距
離
の
短
縮
や
、
交
通
体
系
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い｣

な
ど
と

回
答
し
ま
し
た
。

経
済

安
芸
高
田
市
工
業
会
設
立
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た

22

６
月
22
日(

日)

八
千
代
町
勝
田
で
、

｢

日
韓
友
好
親
善
刈
田
地
域
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー｣

の
竣
工
式
・
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
内
に
あ
る
医
療
法
人

社
団
八
千
代
会
八
千
代
病
院
が
、
地
域

の
た
め
に
建
築
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。
八
千
代
病
院
の
理
事
長
で
あ

る
姜
仁
秀

か
ん
じ
ん
し
ゅ
う

さ
ん
は

｢

八
千
代
病
院
の

運
営
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。
浜
田
市
長
は

｢

こ
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
地
域
で
大

い
に
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
日
韓
友

好
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
、
姜
理
事
長

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
師
・
勝
田
地
域
振
興
会

の
平
野
ひ
ら
の

隆
信
た
か
の
ぶ

会
長
は｢

姜
理
事
長
は
、

こ
の
八
千
代
町
を
愛
し
、
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
セ
ン
タ
ー
を
贈
呈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域
を
代
表
し

て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す｣

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
、
八
千
代
子
供
神
楽
団
に

よ
る
神
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
式
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

■
構

造

木
造
・
平
屋
建
・
カ
ラ
ー

鉄
板
葺

■
床
面
積

３
９
０
・
６
４
㎡

集
会
所

日
韓
友
好
親
善
刈
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
竣
工
式
・
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
16
日

(
日)
に
、
安
芸
高
田
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
を
と
り
お
こ
な
い

ま
す
。
投
票
で
き
る
人
は
、
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

(

昭
和
63
年
11
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
19
年
８
月
８
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
安
芸
高
田
市
に
住
所
が
あ

る
方)な

お
、
今
回
の
選
挙
は
市
の
選
挙
で

す
。
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

■
告

示

11
月
９
日

(

日)

■
投

票

11
月
16
日

(

日)

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

(

一
部
の
投
票
所
を
除
く)

■
開

票

11
月
16
日

(

日)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

大
ホ
ー
ル

午
後
８
時
か
ら

■
定
数

今
回
の
安
芸
高
田
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
か
ら
、
定
数
が
22
人
か
ら
20
人
と

な
り
ま
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

■
と

き

９
月
25
日

(

木)

午
前
10
時
か
ら

■
と
こ
ろ

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

大
ホ
ー
ル

【
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
】

11
月
16
日

(

日)

執
行
予
定
の
安
芸

高
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
、
八

千
代
町
第
１
投
票
区
、
八
千
代
町
第
３

投
票
区
の
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
八
千
代
町
第
１
投
票
区
の
投
票
所

｢

刈
田
小
学
校｣
か
ら

｢

日
韓
友
好

親
善
刈
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー｣

に
変
わ
り
ま
す
。

■
八
千
代
町
第
３
投
票
区
の
投
票
所

｢

八
千
代
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー｣
か

ら

｢

下
根
集
会
所｣

に
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡

４
２－

１
１
３
６

選
挙

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
は
11
月
16
日
で
す
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